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昭　和　36　年　版

大阪府統計年鑑

大



序

大阪府統計年鑑は、明治16年創刊以来60年に近い歴史をもつ「大阪府統計書」のあと

をつぐもので、今回の刊行は、昭和25年の復刊から数えて第12回めに当っている。

本年鑑刊行の目的は、大阪府の人口、産業、経済、社会、教育、文化等、府下諸般の

状況に関する基本的な統計資料を総合的かつ詳細にわたって集録し、歴史的記録を行う

とともに府政の合理的省察ならびに諸施策への基腱資料を提供するにある。しかも、進

展する社会諸情勢の動向に即応し、また、近時とみに高まった一般の統計利用にも供す

る意味から、本年鑑は、従来の官庁統計中心の編集方針に拘泥することなく、民間資料

の集録にも意をそそぎ、統計表の補足と改善とを図っている。本書が諸賢の座右にあっ

て、常時利用されればはなはだ幸いなことである。

なお資料の収集に当っては、いつもながら府下各種団体ならびに官公庁のほか、庁内

各課のご協力に負うところが多く、ここに改めて関係諸機関のご厚意に謝意を表すると

ともに、今後一層のご援助を賜わるようお願いする次第である。

昭和37年　3　月

大阪府総務部長　細　郷　道　一



昭和36年版

第1章　　土　　　　　地

凡　　　例

1．この年鑑は、大阪府の人口、経済、文化、および社会等の全分野にわたり、重要か

つ基本的な統計資料を総合的に集録したものである。

2．集録年次は原則として昭和35年とし、参考のために過年次分を付記してある。

3．統計表の種類および様式は、昭和35年版大阪府統計年鑑のそれにほぼ準じたが、今

回新たに集録したもの、または廃止・変更したものが若干ある。

4．この年鑑の表示単位は、すべてメhトル法のそれに統十一した。尺貫法あるいはヤー

ドポンド法による数字を必要とするときは、巻末の度量衡換算表により算出された

い。

5．数字の単位未満は四捨五入するを原則とした。したがって、合計の数字と内訳の計

とは一致しない場合がある。

6．統計表および記述中、府民1人当りまたは1世嵩当り等に換算したものは、特に注

記のない限り、当該年の10月1日現在数で算出した。

7．とくに注記のないかぎり、年次とは歴年、年度とは会計年度を示す。

8．統計表LP、符号の用法はつぎのとおりである。

0　－仰〉－〉WY〉〉山一〉－‾〟一一単位未満

一一〈一′・、・′、一一肌一一一一一一へへ〔〈〔一一一一ノ該当数字なし

ん資料なし

エ　ー－ノ〉〉一ノ〉〉〉、一一一　　　一一一′‾・ノー‾－一発去さしつかえのもの

9．この年鑑に集録した統計資料について、さらに詳細な数字が必要なとき、あるいは

疑義のあるときは、各表脚注にある資料作成後閑あるいは本府総務部統計課に照会さ

れたい。
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